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1. LAYOUT PLAN 配置計画

　本キャンパス ” たいほう ” は、名古屋学院大学名古屋キャンパス ” しろとり ”” ひびの ” の中間に位置し、外国語学部、
国際文化学部が所属する GLOBAL LINKS、リハビリテーション学部の実習棟である R-LABO が、中央のキャンパス広
場 "i-Patio" を取り囲むように配置されています。GLOBAL LINKS は本学のグローバル教育の象徴的かつ実践的拠点と

して位置づけられ、” たいほう ” の顔として、また来訪者を迎え入れる門となるように計画しました。キャンパス内
には誰でも自由に通り抜けることができるコミュニティモールを設け、” しろとり ”” ひびの ”2 つのキャンパスをつな
ぐ役割を担うとともに地域に開かれた大学を体現しています。
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2. FLOOR PLAN  "GLOBAL LINKS" 平面計画

外国語教育に重点をおいたラーニングコモンズ “i ラウンジ ” を中央に配し、非日常的な外国語、異文化体験を日常的に
体感することができる空間づくりを行っています。i ラウンジには、教員が講義形式で一方的に教えるのではなく、学
生たちが主体的に参加するアクティブラーニングを実践する場として、LINK 形状のセミナー室等が配置されています。

LINK は、プレゼンテーションやグループワーク等、様々なシーンに適した自由なデスクレイアウトを促す形です。
また LINK のまわりには様々なスタイルの学習環境を設けており、やりたいことや、人数、そのときの気分に合わせて、
自由に学ぶ場所が選べるようになっています。

1F 2F 3F

コミュニティ・リンク アクティブリンク リーディングスペース ステップ・リンク 英語ラウンジ
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3. FLOOR PLAN  "R-LABO" 平面計画

リハビリテーション学部の実習室は、中央広場に対し、L 型に取り囲むように配置されています。１階の広場に面し
て回廊状に設けた廊下は、ゆったりとした広さを持たせることで、日当たりの良い明るいラウンジとしても利用でき
ます。２、３階の階段のあるホールからは教室の実習風景が見えるよう計画されており、学生同士が互いに切磋琢磨

しながら実習に取り組むことができる環境づくりを行っています。実習室は天井仕上げを行わないことで、実験設備
の増設や改修をしやすい実用性の高いつくりとしています。

1F 2F 3F

1 階　回廊ラウンジ 2 階 ホール 1 階 物理療法学実習室 吹き抜け階段



5. STRUCTURE DESIGN 構造計画アクティブラーニング

両端部を強度・剛性の高い鉄骨鉄筋コンクリート造とし、地震力を大きく負担させることで、中央部にある i ラウ
ンジにはなるべく地震力を負担させない計画としています。その結果として、i ラウンジは LINK 形状の壁と外周
部の細い柱のみで支えられる使い勝手の良い大空間を実現しています。

4. ACTIVE LEARNING
アクティブラーニングに相応しい形として LINK 形状のセミナー室を設けています。正面性を無くすことで、誰も
が主役となるセミナー室です。一方、LINK 形状は、反射した音が特定の一点に集まる音響特性があるため、音響シミュ
レーションにより、音の集中を効果的に低減する対策を行うことで、快適性も確保しています。
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名古屋学院大学大宝学舎 新築工事         2016.6.23. 

円形教室の反射音の集中について 

 

永田音響設計 

 

室の平面基本形状が円形で壁が反射面(ガラス面)であると、その反射音により音源と対称の位置に

必ず音の集中する焦点ができる。壁の吸音面をどこに設置しても、その音が集中するという傾向は変

わらない。ここでは、その音の集中するエリアに対し、音が到達する時間を極力ずらすような吸音面

の配置を検討した。また、対向する壁面が反射面同士であるとフラッターエコー（鳴き龍現象）が起

こり音響障害となる可能性があるため、その点についても考慮した。 

 

■反射音線図 

反射音の検討には、3 次元のコンピュータシミュレーション手法を用い、この手法により求めた反射

音線図において反射音の到達方向と時間遅れを確認した。コンピュータシミュレーション手法は室形

状をコンピュータ内に構築し、室内に設定した音源から発した音が、壁面を反射して室内に到達する

過程を幾何音響的にシミュレートする。この反射音線図は、音源から音が発せられてから、

60ms(60/1000 秒)までの反射音を、0～20ms,20～30ms,30～40ms,40～50ms,50～60ms の 5 つの時間帯に

分けて、それぞれの時間帯に到達する反射音を表している。図中右下の図は、これらを足し合わせた 0

～60ms を示している。また、図中、青線…直接音、赤線…一次反射音、黄色線…二次反射音を表して

いる。 

 

■Link A 

音源を教壇の位置に設定し、そこから発

する音の反射音の状況を反射音線図により

確認した。まず、壁面全てを反射面(ガラス

面)とした場合の反射音線図を図-1に示す。 

同図から、すべての壁を反射面とする

と、20～40ms の時間帯に特定のエリアに音

が集中するのが見える。 

ここでは、このエリアの音の集中をなる

べくなくすとともに、対向する壁面により

鳴き龍現象の起こらないように吸音面と反

射面が対向するように設定した。 

提示頂いた反射面吸音面の配置による反

射音線図を図-2 に、吸音の位置を右図のよ

うに調整した配置による反射音線図を図-3

に示す。 

提示頂いた配置（図-2）に対し、調整後

1
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 図-1      反射音線図　Link A　壁の全てガラスの場合音源位置 音源位置

音源位置

音の集中するエリア

音源位置

3

四角型(80㎡)の場合

Link型(80㎡)の場合

ガラス張り

直行する壁によるデスク
レイアウトの制約を受ける 様々なデスクレイアウトが可能

GLOBAL LINKS

❶地震時の水平力を負担する両端コア ❷水平力を効率よく伝達するハの字ブリッジ ❸円弧格子架構による無柱空間
建物両端を剛性の高い
鉄骨鉄筋コンクリート
造とし、地震時の水平
力を大きく負担させる
ことで、中央部にかか
る水平力を大きく低減
させ、自由度の高い構
造としています。

中央部にかかる水平力
を両端部に伝達するた
め、貫通通路部には各
階３本のブリッジを設
置し、うち 2 本のブ
リッジをハの字状に配
置することで、効率よ
く構造の一体化を図っ
ています。

構造的自由度を高めた
中央部は、LINK を構
成する円弧状の壁と外
周部に設けた細柱のみ
で支えられる、シーム
レスにつながる大空間
としています。

LINK の快適性を確保する音響シミュレーション
LINK 形状は反射した音が特定の箇所に集まる音

響特性があるため、音響シミュレーションを行い、

音の集中を低減する対策を行っています。

アクティブラーニングに最適な丸いセミナー室
セミナー室を LINK 型とし、正面性を無くすこと

で、自由なデスクレイアウトを誘発し、多様な学

習形態を支援する場としています。LINK 型は人

と人の距離を最小化し、表情や身振りからも相手

の伝えたい情報を感じとりやすくする空間です。

シームレスでひとつながりの大空間 "i ラウンジ "

特定の箇所に音が集まるシミュレーション結果

効果的に音を吸収する円弧壁の配置検討

正面性を無くし学生一人一人が主役となるセミナー室 " アクティブリンク "

集中力を高める「見る・見られる」学びの風景の共存

水平力を効率的に伝達するハの字ブリッジ円弧状格子架構と細柱



風 自然換気自然換気

ナイトパージナイトパージ

熱 ゾーン別床吹き出し空調ゾーン別床吹き出し空調

ゾーン別床吹き出し空調ゾーン別床吹き出し空調

光 昼光センサー昼光センサー

熱 遮熱型遮熱型
LowE複層ガラスLowE複層ガラス

熱 電動遮熱電動遮熱
スクリーンスクリーン

熱 居住域空調居住域空調

▽ 3 階

▽ ２階

▽ １階

機械室
i ラウンジ

i ラウンジ 機械室

ピットピット ピット

コミュニティ・リンク

i テラス

ピットピット
室内機置場

▼浸水想定高さ 1mより高い 1FLの設定

熱

屋外機械室風 自然換気システム自然換気システム

室内機置場

省エネに努めています。また照明計画は、日中は自然光を積極的に取り込み、夜間は必要なところに必要な分だけ照
明を設けるタスク・アンビエント照明を採用することで、過度に明るくなり過ぎない快適な光環境としています。

　中央に大きな吹抜を設け、光と風を積極的に取り込む環境装置とすることで、自然の力を利用した地球環境に配慮
した快適な環境づくりを行っています。空調計画としては、大きなつながりある空間である i ラウンジは、均質に温
めたり、冷やすのではなく、人が滞在するところに集中的に空調を行う居住域空調という考え方を取り入れることで、

環境計画ENVIRONMENTAL DESIGN6.

吸い込み口 3：ステップ・リンク吸い込み口 2：円弧ベンチ

吸い込み口 1：ブラックボード

中央吹抜に設けた自然換気システム 時間帯により自動で昇降される遮熱スクリーン

床下に設けた空調室内機

OA 内に収めた扁平ダクトによる床吹き出し口 床吹き出し口

効果的な重力換気を促す自然換気システム 必要なときだけ自動で閉まる遮熱スクリーン 省エネルギーに配慮した床吹き出しによる居住域空調とゾーン毎の細やかな個別空調を両立した空調システム
中央吹抜の上部には重力換気を促す自然換気システム
を導入し、中間期における非空調期間の快適性を向
上させています。シミュレーションにより無風時で
2.3 ～ 3.8 回 /h の換気ができる計画です。

学びの活動風景が外からもなるべく見えるように、
スケジューラ―付の電動遮熱スクリーンとすること
で、直射日光が入る時間帯のみ自動でスクリーンが
下がるシステムを採用しています。

iラウンジはシームレスにつながる約40m×30mの大空間となっており、窓際、奥まった場所、人の滞留する場所、人が通過するだけの場所、
様々な場が混在します。そこで空調室内機をゾーン毎の床下に設置することで、細やかな個別の環境設定を行うことができる床吹き出
しによる居住域空調としています。また床下を空気の循環スペースとし、空気の吸い込み口は i ラウンジに随所に配置した家具等と一
体化することで、空調設備を目立たせない工夫をしながら、快適性と省エネの両立を実現しています。

自然換気窓 ( 雨風センサー付 )

電動遮熱スクリーン

換気制御装置の点検用窓
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2階　国際資料室

照度分布シミュレーション

器具① ×36台

器具②  ×9台

器具③  ×1台

照度分布シミュレーション照明計画イメージ

MXR6P1-048J30M-100E  

LED 100V 14W

幅・33.2  高・47.1  長さ・582mm 

 質量・360g

色温度：3000K

光束：1200 lm

 

器具①

器具② 器具③

参考商品

別注スタンド

ランプ：RAD716L

E26 LED 8W×1   

色温度：2700K 

光束：810 lm
※参考写真

参考商品

別注スタンド

ランプ：RAD716L

E26 LED 8W×3   

色温度：2700K 

光束：2430 lm
※参考写真

参  考  値
※器具②③は代替データにて算出の為
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2F　 i ラウンジ　最大出力時照度分布図

【夜間】無人の場合
ジャパニーズ
ラウンジ

グループワーク
スペース

グループ学習
スペース

メディア
スタジオ

照度　200Lx
調色　3500K

【夜間】少人数の場合 照度　400Lx
調色　3800K

【日中】大人数の場合 照度　600Lx
調色　4000K
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緑のネットワークをつなぐひとつばたご並木建物解体前の保存樹木敷地内に設けた多様な交流の場

保存樹を活かした広場のランドスケープ

保存樹のケヤキ

駐輪場

樹木を保存するため、地面の高さを

保全することにより生じる高低差を

活用したベンチ

微地形を利用したベンチ

広場に面した出入口

敷地中央に設けた "i-Patio" を中心として、様々な学

びのきっかけとなる場を屋外にも設け、キャンパス

全体を学びの場としています。誰でも通り抜けでき

るコミュニティモールを設け、学生間に限らない多

様な学びの輪が広がることを目指しています。

計画着手前に敷地内の樹木調査を行い、既存樹木を活かしたラン

ドスケープとすることで、土地の記憶を残す試みを行っています。

また東、北の敷地境界に沿って、"しろとり " から続くひとつばた

ごの並木を配することで、緑のネットワークをつなぎ、都市景観

の観点からもキャンパス間の連携を高める植栽計画としています。

GLOBAL LINKS から広がる敷地内の多様な学び場 地域の緑のネットワークをつなぐ植栽計画

7. LIGHTING CONTROL 照明制御

光源が直接見えないよう配慮し、あたかも建物そのものが照明装置となるように計画しています。建物を照らす柔
らかな光でベースとなる照度を確保し、光が必要なところに必要な分だけ照明を配置しています。内部を明るくな
り過ぎないようにすることで外部の相対的な暗がりを無くし、安心して過ごせる夜景環境をつくりだしています。

8. LANDSCAPE 外構計画

敷地全体を学びの場と位置付け、屋外にも様々な学びのきっかけを生む環境づくりを行っています。また道路境界、
敷地内を通り抜けるコミュニティモールに沿って緑を効果的に配置し、敷地中央には求心性のある "i-Patio" を設
けることで、奥行のある緑を形成し、地域環境の向上に貢献しています。

光環境シミュレーション：読書スペース 本棚

本を読む手元、本棚の背表紙の照度を確保することを条件としたミニマムな照明計画

LINK による構造体、大庇が浮かび上がる夜景

明るくし過ぎない照度計画
机上面・床面照度を設計基準通り
に確保しようとすると内部が明る
くなり過ぎてしまい、相対的にそ
の周りは暗く感じるようになって
しまいます。本施設では、必要な
ところに必要な分だけ照明を配置
し、細やかな照度設計を行うこと
で、内外の連続性に考慮しながら、
外部の暗がり感を軽減する計画と
しています。

画像センサー付照明による時間帯、滞在人数に合わせた照明制御
i ラウンジは、時間帯によって混雑度が大きく異なるため、画像センサー付照
明により、滞在人数に応じて照度を最適化しています。また時間帯に応じて色
温度も変化させ、時間の移ろいを自然と感じられる環境づくりを行っています。


